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二
○
○
五
年
十
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
に
開
か
れ
た
第
十
三
回

國
際
東
洋
醤
學
學
術
大
會
（
過
巾
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
の
開
催
に
あ
わ
せ
る

形
で
標
記
の
会
議
が
二
○
○
五
年
十
月
二
十
二
日
韓
国
大
邸
の
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
、
王
催
は
韓
国
東
洋
醤
學
會
、
日
韓
東

洋
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
。
後
援
が
國
際
東
洋
醤
學
會

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
）
。

会
議
は
三
部
に
分
け
て
行
わ
れ
、
第
一
部
は
「
高
齢
化
社
会
の
漢

（
韓
）
方
」
の
議
題
で
、
座
長
は
安
井
廣
迪
先
生
、
金
英
信
先
生
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
、
京
都
府
立
医
科
大
学
東
洋
医
学
講

座
三
谷
和
男
先
生
に
よ
る
「
高
齢
者
社
会
に
お
け
る
補
剤
の
役
割

ｌ
補
中
益
気
湯
と
通
し
て
黄
耆
と
人
参
の
相
乗
効
果
を
知
る
ｌ
」
と

い
う
演
題
。
韓
国
か
ら
は
、
大
韓
韓
方
海
外
瞥
療
奉
仕
團
理
事
／
崔

韓
瞥
院
崔
桓
豪
先
生
に
よ
る
「
老
人
病
と
韓
方
治
療
」
と
の
演
題

第
二
部
は
「
桑
韓
馨
談
と
北
尾
春
圃
」
の
議
題
で
、
座
長
は
吉
富

誠
先
生
、
金
英
信
先
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
第
二
部
で
は
、
日
本

韓
瞥
院
〕

で
あ
っ
た
。

去
携
園
滞
記
事
糸
夫
糸
夫
珠
詫
珠
携
珠
弗
糸
溌
溌
沸
洗
夫
劣
詫

閨
第
五
回
韓
日
東
洋
鴎
學
の
く
三
万
○
の
一
巨
三

松
岡
尚
則

か
ら
日
本
Ｔ
Ｃ
Ｍ
研
究
所
／
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
日
本
支
部
理
事
安
井
廣
迪

先
生
に
よ
る
「
北
尾
春
圃
」
と
い
う
演
題
。
韓
国
か
ら
は
慶
煕
大
學

韓
瞥
科
大
學
警
史
學
教
室
車
雄
碩
先
生
に
よ
る
「
桑
韓
筈
談
中
奇

斗
文
、
北
尾
春
圃
」
、
韓
国
韓
薔
學
研
究
院
學
術
情
報
部
首
席
研
究
員

安
相
佑
先
生
に
よ
る
「
東
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
傳
統
醤
學
交
流
の
韓
國
韓
髻
學

文
献
調
査
」
と
い
う
演
題
で
あ
っ
た
。

第
三
部
は
こ
れ
ら
演
題
に
対
し
て
の
総
合
討
論
で
あ
っ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
に
は
、
第
十
三
回
國
際
東
洋
瞥
學
學
術

大
會
の
本
会
場
よ
り
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
人
が
み
う
け

ら
れ
た
。
両
国
を
代
表
す
る
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
顔
ぶ
れ
で
、

質
疑
応
答
と
も
に
活
発
に
行
わ
れ
た
。
専
門
的
な
内
容
が
伴
う
よ
う

な
質
疑
応
答
に
対
し
て
、
金
英
信
先
生
と
吉
富
誠
先
生
に
よ
る
通

訳
・
翻
訳
が
わ
か
り
や
す
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
し
て
作
製
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
も
日
本
語
・
韓

国
語
双
方
の
言
語
に
訳
さ
れ
て
お
り
、
事
前
の
準
備
も
た
い
へ
ん
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
韓
國
東
洋
筈
學
會
、
日
韓
東
洋
医
学
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
の
熱
意
と
努
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
労
を
ね

ぎ
ら
い
た
い
。

次
回
、
第
六
回
日
韓
東
洋
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
平
成
十
八
年
六

月
の
日
本
東
洋
医
学
会
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。


